
会
員
の
皆
様
、
賛
助
会

員
の
皆
様
、
新
た
な
年
の

初
め
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

千
鷲
会
は
千
歳
基
地
近

傍
に
居
住
す
る
航
空
自
衛

隊
退
職
者
に
よ
る
相
互
の

親
睦
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
、
千
歳
基
地
運
営
へ
の

協
力
支
援
等
を
趣
旨
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
趣

旨
に
賛
同
頂
い
た
法
人
あ

る
い
は
個
人
の
方
々
に
賛

助
会
員
と
し
て
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

旧
年
中
に
発
生
し
た
大

規
模
な
自
然
災
害
と
そ
れ

に
伴
う
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
り
、
避
難
生
活
あ

る
い
は
未
だ
異
常
な
環
境

の
中
で
の
越
年
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
多
く
の
方
々
が

お
ら
れ
ま
す
し
本
会
に
も

少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け

た
会
員
が
お
ら
れ
、
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
発
災
後
本
会
と
し

て
は
及
ば
ず
な
が
ら
災
害

派
遣
隊
員
の
激
励
、
基
地

航
空
祭
で
の
義
援
金
募
集

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
全
国
規
模
の

事
案
に
お
い
て
は
各
地
の

退
職
者
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

個
別
に
対
処
す
る
こ
と
が

必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い

こ
と
も
あ
り
、
航
空
自
衛

隊
退
職
者
と
し
て
の
関
心

事
に
つ
い
て
情
報
を
共
有

し
、
各
地
の
団
体
が
必
要

に
応
じ
協
力
し
て
対
応
で

き
る
態
勢
を
作
る
必
要
が

あ
り
そ
の
連
絡
組
織
に
つ

い
て
検
討
が
は
じ
ま
っ
て

い
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
に
つ

い
て
は
、
季
節
毎
の
懇
親

会
開
催
の
ほ
か
山
歩
き
や

ゴ
ル
フ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、

囲
碁
、
地
区
毎
の
活
動
な

ど
分
科
会
的
な
手
法
に
よ

る
実
を
あ
げ
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
千

鷲
会
だ
よ
り
を
積
極
的
に

活
用
し
た
情
報
・
意
見
交

換
や
相
互
研
鑽
を
活
発
化

す
る
な
ど
特
に
若
い
世
代

の
会
員
諸
氏
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

乗
り
越
え
る
べ
き
課
題

も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
一
年
心
を
一
つ
に
し
て

本
会
の
活
動
が
で
き
る
よ

う
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
共
に
ご

健
康
を
お
祈
り
し
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
千
歳

総
支
配
人

下
山

徹
哉

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

千
鷲
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
日
ご
ろ
よ
り
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

を
ご
利
用
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

は
今
年
開
業
十
五
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
地
域

の
皆
様
に
も
っ
と
も
っ
と

可
愛
が
ら
れ
る
ホ
テ
ル
を

目
指
し
ス
タ
ッ
フ
一
同
心

新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

今
回
は
、
第

２
次
世
界
大
戦

の
戦
争
遺
産
で

あ
る
単
発
戦
闘

機
用
の
掩
体
壕

を
紹
介
し
ま
す
。

防
衛
省
防
衛

研
究
所
に
残
る

資
料
に
よ
る
と

千
歳
基
地
の
掩
体
数
は
二

十
八
（
小
型
二
十
三
、
中

型
五
）
と
さ
れ
、
昭
和
十

八
年
に
小
樽
高
商
の
生
徒

が
勤
労
奉
仕
で
制
作
し
た

そ
う
で
す
。

掩
体
内
側
は
浸
潤
防
止

用
の
セ
メ
ン
ト
袋
が
張
り

付
い
て
お
り
、
い
た
っ
て

シ
ン
プ
ル
な
制
作
方
法
が

う
か
が
え
ま
す
。
現
在
で

も
基
地
内
に
は
零
戦
な
ど

を
格
納
し
た
三
基
の
小
型

用
掩
体
が
原
形
を
保
っ
て

い
ま
す
。

今
回
の
取
材
は
、
千
歳

市
役
所
総
務
部
市
史
資
料

調
査
員
の
守
屋
憲
治
氏
の

協
力
を
得
て
行
い
ま
し
た
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
千
歳
の
掩
体
壕
」
で

検
索
し
て
下
さ
い
。
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（第５号）

発行

千鷲会

昭
和
三
十
二
年
七
月
十
七
日
第
十
八
期

生
と
し
て
山
口
県
防
府
基
地
教
育
隊
に
入

隊
、
三
か
月
の
基
本
課
程
を
修
了
後
専
門

職
種
を
学
ぶ
た
め
奈
良
の
幹
部
候
補
生
学

校
英
語
教
育
課
程
所
属
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
前
期
の
学
生
が
卒
業
す
る
ま
で

の
一
か
月
間
、
第
二
航
空
団
行

を
命
ぜ
ら
れ
防
府
の
三
田
尻
か

ら
二
泊
三
日
の
汽
車
で
生
ま
れ

て
初
め
て
の
北
海
道
千
歳
に
着

い
た
の
は
冷
た
い
秋
風
が
吹
く

九
月
の
末
で
し
た
。

第
二
航
空
団
は
昭
和
三
十
一
年
に
国
内

最
初
の
実
戦
部
隊
と
し
て
浜
松
基
地
で
新

編
さ
れ
、
翌
年
千
歳
基
地
に
移
駐
し
た
の

で
す
。
当
時
の
千
歳
基
地
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
米
空
軍
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ

て
お
り
、
す
べ
て
の
建
物
は
米
空
軍
が
進

駐
と
同
時
に
建
設
し
た
俗
に
言
う
「
カ
マ

ボ
コ
型
の
兵
舎
」
で
そ
の
一
角
を
借
り
受

け
て
使
用
、
床
は
粗
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

二
～
三
段
の
ベ
ッ
ド
で
石
炭
ス
ト
ー
ブ
が

二
～
三
台
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
内
務
班

編
成
も
な
く
全
隊
員
が
同
居
、
隊
舎
内
の

行
き
来
も
ベ
ッ
ド
の
上
を
歩
い
て
移
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ま
る
で
災
害
時
の
避

難
所
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
ま
た
事
務

所
な
ど
も
全
て
が
こ
の
よ
う
な
状
況
で
職

場
は
一
部
を
除
き
米
軍
と
一
緒
に
執
務
し

て
お
り
ま
し
た
。

我
々
派
遣
隊
員
は
、
二
～
三
名
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
通
勤
ト
ラ
ッ
ク
の
助
手
や

監
理
部
の
印
刷
な
ど(

当
時
は
ガ
リ
版)

の

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
二
空
団
所

属
の
隊
員
は
、
団
司
令
以
下

百
五
十
名
ほ
ど
が
六
〇
〇
地

区(

現
在
の
基
地
防
空
隊)

で

米
軍
が
使
用
し
て
い
た
カ
マ

ボ
コ
隊
舎
で
部
隊
建
設
を
進

め
て
お
り
、
団
司
令
室
や
司

令
部
な
ど
も
べ
ニ
ア
板
で
仕
切
ら
れ
た
お

粗
末
な
事
務
所
で
し
た
。

（
第
６
号
に
続
き
ま
す
）

二
空
団
創
設
期
の
想
い
出

二
空
団
Ｏ
Ｂ

影
山

廣

賛
助
会
員
紹
介

基地探訪 (2)

「掩体壕」

ＯＴＨ地区の掩体壕

千
鷲
会
会
長

朝
倉

範
夫

年
頭
の
ご
挨
拶

あけましておめでとうございます
本年も宜しくお願い申し上げます

謹 賀 新 年



恒
例
の
秋
の
懇
親
会
が

十
月
十
四
日
、
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
テ
ラ
ス
千
歳
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。

会
に
は
正
会
員
及
び
賛

助
会
員
合
わ
せ
て
六
十
三

名
が
参
加
し
新
入
会
員
の

紹
介
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

楽
し
い
思
い
出
話
な
ど
に

花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

千
鷲
会
サ
ー

ク
ル
活
動
の
一

つ
、
ゴ
ル
フ
の

「
千
鷲
球
会
」

は
、
十
一
月
四

日
に
行
わ
れ
た

例
会
と
十
一
月

二
十
五
日
に
開

催
さ
れ
た
打
ち

上
げ
会
を
も
っ

て
今
年
度
の
活

動
を
終
了
し
、

冬
籠
り
に
入
り
ま
し
た
。

当
会
は
ゴ
ル
フ
を
通
じ

て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

会
員
は
千
鷲
会
会
員
と

賛
助
会
員
合
わ
せ
て
七
十

名
で
四
月
か
ら
十
一
月
ま

で
月
１
回
年
間
８
回
の
例

会
（
コ
ン
ペ
）
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
参
加
者
は
、

毎
回
二
十
五
～
三
十
名
程

度
で
す
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト

と
し
て
現
役
隊
員
、
そ
し

て
特
に
八
月
の
コ
ン
ペ
は

基
地
航
空
祭
の
翌
日
に
実

施
し
て
お
り
、
道
外
に
お

住
い
の
Ｏ
Ｂ
も
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
は
ほ
か
の
競
技
と

は
ち
が
っ
て
審
判
が
い
ま

せ
ん
。
競
技
者
自
身
が
審

判
で
あ
り
ル
ー
ル
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
マ
ナ
ー
を
守

る
こ
と
が
非
常
に
重
視
さ

れ
る
の
で
「
紳
士
の
ス
ポ
ー

ツ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

当
会
会
員
は
正
に
紳
士

の
集
ま
り
で
楽
し
く
運
営

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ゴ

ル
フ
に
興
味
の
あ
る
方
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
幹
事
：

畑
田
信
也(

0
9
0
-
3
8
9
0
-
9
6
8

6
)

ま
で
ど
う
ぞ

愛
好
会
は
、
計
画
に
基

づ
き
十
月
十
五
日
に
風
不

死
岳
北
尾
根
コ
ー
ス
に
挑

み
ま
し
た
。
登
山
口
で
は
、

生
憎
の
雨
で
し
た
が
、
中

腹
に
か
か
る
頃
に
は
雨
も

や
み
、
頂
上
近
く
の
急
坂

を
喘
ぎ
喘
ぎ
、
全
員
無
事

頂
上
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

ご
褒
美
は
雲
海
か
ら
頭
部

を
出
し
た
樽
前
や
恵
庭
岳

等
、
山
々
の
幻
想
的
な
姿

で
し
た
。
そ
の
絶
景
を
三

十
の
瞳
に
焼
き
付
け
得
し

た
気
分
で
下
山
の
途
に
つ

い
た
。

十
一
月
三
日
は
、
二
十

三
年
最
後
の
登
山
坊
主
山

を
実
施
し
ま
し
た
。
金
古

二
空
団
司
令
、
遠
田
基
群

司
令
も
参
加
さ
れ
晩
秋
の

青
空
の
下
、
良
く
整
備
さ

れ
た
登
山
道
、
急
坂
も
な

く
和
気
藹
々
と
山
頂
を
目

指
し
て
一
時
間
十
分
、
途

中
で
少
し
休
憩
を
と
り
山

小
屋
へ
荷
物
を
置
き
・
・
・

い
ざ
頂
上
、
上
空
に
は
、

数
本
の
飛
行
雲
、
稀
に
見

る
好
天
に
恵
ま
れ
三
百
六

十
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
に
感

動
で
し
た
。
山
小
屋
で
会

員
の
方
々
提
供
の
鹿
肉
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
野
菜
、

菓
物
等
で
賑
や
か
に
昼
食
。

山
で
の
食
事
の
味
は
格
別

で
し
た
。
絶
景
と
食
を
満

喫
し
て
総
勢
二
十
一
名
、
大

満
足
で
山
小
屋
を
後
に
し

ま
し
た
。

二
十
三
年
は
、
ほ
ぼ
計

画
通
り
実
行
で
き
ま
し
た

が
、
体
調
を
崩
さ
れ
た
人

も
居
ま
し
た
の
で
二
十
四

年
は
、
体
調
を
万
全
に
し

て
全
会
員
で
登
山
を
楽
し

み
た
い
も
の
で
す
。

新
春
の
集
い

日
時
：
二
月
二
十
四
日(

金)

会
場
：
エ
ア
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

ア
ネ
ッ
ク
ス

会
員
へ
の
ご
案
内
は
、
戸
別
配

布
の
「
新
春
の
集
い
」
（
ご
案

内
）
の
と
お
り
。

投
稿
記
事
の
募
集

会
員
皆
様
方
の
活
動
状
況
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
趣
味
、
体
験
談
、
随
筆
、

評
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

ん
。
自
薦
、
他
薦
大
歓
迎
で
す
。

投
稿
先
及
び
問
合
せ
先

塙

(

４
２)

０
２
９
５

国
井

(

２
８)

４
３
０
２

芦
田

(

２
６)

４
０
５
３
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平
成
二
十
三
年
九
月
十
三
日
、
本
邦
の

遥
か
南
方
洋
上
で
発
生
し
た
台
風
十
五
号

は
、
南
大
東
島
付
近
を
自
転
車
並
み
の
速

度
で
長
期
間
迷
走
し
、
そ
の
後
徐
々
に
加

速
し
な
が
ら
奄
美
地
方
東
方
洋
上
を
北
上

し
て
、
九
月
二
十
一
日
午
後
静
岡
県
浜
松

市
付
近
に
上
陸
し
た
。
そ
の
数
日
前
に
通

過
し
た
台
風
十
二
号
に
続
い
て
の
上
陸
で
、

列
島
各
地
に
冠
水
や
浸
水
被
害
が
続
出
し

た
こ
と
は
、
ど
な
た
に
も
記
憶
に
新
し
い

こ
と
か
と
思
う
。

さ
て
、
台
風
十
五
号
と
聞
く
と
、

私
に
は
決
し
て
忘
れ
去
る
こ
と
の
出

来
な
い
格
別
な
思
い
出
が
あ
る
。
一

九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
九
月

二
十
六
日
発
生
の
青
函
連
絡
船
「
洞

爺
丸
」
が
沈
没
し
た
所
謂
『
洞
爺
丸
台
風

（
台
風
十
五
号
）
』
の
こ
と
で
あ
る
。
私

は
、
学
生
時
代
の
四
年
間
少
な
く
と
も
年

間
三
回
は
東
京
～
北
海
道
を
往
復
し
て
い

た
関
係
も
あ
り
、
青
函
連
絡
船
に
は
都
合

百
八
回
乗
船
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
が
、

初
回
は
一
九
四
五
年
（
中
学
三
年
生
）
の

修
学
旅
行
で
、
船
は
奇
し
く
も
そ
の
洞
爺

丸
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
洞
爺
丸
に
は
不
思

議
に
縁
が
あ
り
、
最
後
の
乗
り
合
わ
せ
が

昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
四
日
の
函
館
発

青
森
行
き
・
・
・
、
つ
ま
り
、
台
風
十
五

号
に
よ
る
沈
没
二
日
前
の
洞
爺
丸
で
あ
っ

た
。
五
十
七
年
が
経
過
し
た
今
で
も
そ
の

記
憶
は
鮮
明
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
洞
爺

丸
の
思
い
出
は
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ

け
格
別
で
あ
る
。
洞
爺
丸
台
風
十
五
号
の

脅
威
は
、
私
の
郷
里
（
余
市
郡
仁
木
町
）

で
瞬
間
最
大
風
速
五
十
五
メ
ー
ト
ル
だ
っ

た
と
の
こ
と
・
・
・
よ
っ
て
私
の
実
家
で

も
、
例
え
ば
約
三
百
本
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の

木
は
二
十
数
本
を
残
し
て
根
元
か
ら
見
事

に
倒
れ
、
ま
た
収
穫
直
前
の
り
ん
ご
は
全

て
が
落
下
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
所
謂
農

家
と
し
て
は
全
滅
に
近
い
状
態
で
あ
り
、

私
も
東
京
で
の
学
生
生
活
継
続
の
是
否
を

真
剣
に
考
え
た
程
で
あ
っ
た
。
強
風
下
で

乗
船
し
た
経
験
も
多
々
あ
っ
た
が
、
前
述

の
百
八
回
の
乗
船
に
際
し
、
足
止
め
を
喰
っ

た
こ
と
は
一
度
も
な
く
て
全
て
計
画
通
り

に
行
動
で
き
、
当
時
私
は
自
分
を
し
み
じ

み
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
イ
だ
と
感
じ
た
も
の
で

あ
る
。
但
し
、
船
内
で
畳
の
上
に
寝
そ
べ
っ

て
い
て
も
、
人
が
横
向
き
に
こ
ろ
こ
ろ
と

転
が
る
様
は
な
ん
と
も
異
様
な
情
景
で
あ

り
、
決
し
て
気
分
の
よ
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
一
方
、
晴
天
下
で
甲
板
か
ら
眺
め
る

海
面
上
の
イ
ル
カ
（
時
に
は
百
頭
超
）
が

船
と
競
い
合
っ
て
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ

ま
が
い
に
泳
ぐ
様
は
、
今
も
脳

裏
に
は
っ
き
り
と
焼
き
付
い
て

い
る
実
に
楽
し
く
か
つ
、
美
し

い
景
観
で
あ
っ
た
。
洞
爺
丸
以

外
に
も
羊
蹄
丸
、
大
雪
丸
、
摩

周
丸
、
十
和
田
丸
、
八
甲
田
丸
、
津
軽
丸

等
々
・
・
・
い
ろ
い
ろ
な
船
に
乗
っ
た
が

夫
々
の
機
会
に
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が

あ
り
、
今
考
え
て
も
楽
し
い
思
い
出
が
一

杯
で
あ
る
。
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
で
時

間
的
に
大
き
く
短
縮
さ
れ
た
効
果
は
大
き

い
が
、
そ
の
一
方
で
か
っ
て
の
情
緒
が
失

わ
れ
た
こ
と
に
愁
い
を
覚
え
る
今
の
私
で

も
あ
る
。

青
函
連
絡
船
の
想
い
出

千
鷲
会
参
与

中
村

文
保

感
動
の
山
頂
風
不
死
岳
・
坊
主
山

山
登
り
愛
好
会

事
務
局
か
ら

お
知
ら
せ

秋
の
懇
親
会

年度最終コンペ
千鷲球会

千
鷲
会
の
会
員
数

（
一
月
一
日
現
在
）

各

紹

介

正

会

員

６
７
７
名

賛
助
会
員

団
体

１
６
社

個
人

１
４
名

新
入
会
員

川
端

洋
一

(

基
群
本)

石
川

良
夫

(

衛
生
隊)

寺
井

邦
彦
（
３
移
通)

遠
藤

定
男

(

特
輸
隊)

蛭
子
井
清
一

(

射
勤
隊)

瀧
川

義
隆

(

装
備
隊)

小
島

茂

(

３
高
群)

清
水

徹

(

飛
勤
隊)

小
松
原
章
裕

(

２
０
１

隊)

物
故
会
員

石
川
新
治
郎

(

弥

生)




